
し
に
な
っ
た
。

さ
れ
た
。
当
社
は
本
店
社
屋

㈲
名
古
屋
支
店
の
修
復

当
社
の
支
店
は
、
京
都
・
札
幌
・
神
田
の
三
店
を
除
き
、
米
軍
の
空
襲
で
被
災
し
た
こ
と
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
京
都
は
奈
良
と

と
も
に
日
本
の
古
都
、
さ
す
が
に
爆
撃
を
避
け
た
ら
し
い
。
こ
の
う
ち
札
幌
は
米
軍
進
駐
に
よ
っ
て
、
営
業
所
の
あ
っ
た
ピ
ル
を
接
収

さ
れ
た
。
当
社
は
本
店
社
屋
の
再
建
と
並
行
し
て
被
災
支
店
の
再
建
に
努
力
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
十
九
日
の
米
機
空
襲
に
よ
る
焼
失
を
辛
う
じ
て
免
が
れ
た
部
分
一
。
二
階
全
部
と
、
被
害
を
受
け
た
一
一
一
。
四
階
及

び
地
下
倉
庫
等
を
一
時
応
急
的
に
修
理
し
つ
つ
営
業
を
継
続
し
た
。
と
に
か
く
当
座
は
凌
げ
る
と
い
う
の
で
、
本
格
的
再
建
は
後
ま
わ

第
五
章
支
店
の
整
備

一
被
災
支
店
の
再
建

１１４３

㈲
大
阪
支
店
の
改
修
再
建
築

昭
和
二
十
年
三
月
十
四
日
、
大
阪
が
空
襲
を
受
け
た
際
、
大
阪
支
店
所
在
の
心
斎
橋
筋
一
帯
も
焼
野
原
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
、
生

野
区
に
あ
っ
た
社
員
宿
舎
を
仮
事
務
所
と
し
、
ま
た
北
区
宗
是
町
の
大
阪
ピ
ル
旧
館
四
階
に
仮
営
業
所
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

営
業
所
は
後
に
同
じ
ピ
ル
の
一
階
に
移
転
し
た
。
焼
野
原
の
大
阪
で
、
こ
の
場
所
を
得
る
に
も
、
容
易
な
ら
ぬ
苦
労
を
し
た
も
の
で
あ
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月
十
日
、
同
支
店
を
縮
少
、

㈲
福
岡
支
店
の
再
建
築

福
岡
支
店
は
、
昭
和
十
九

焼
け
た
当
支
店
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
外
壁
や
各
階
の
床
等
は
何
れ
も
残
り
損
傷
も
少
な
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
を
利
用
し
て
改
修
す
る
こ
と
に
決
し
、
昭
和
二
十
一
一
年
十
二
月
三
十
日
起
工
、
翌
年
七
月
十
五
日
竣
工
し
た
。
因
て
当
日
司
社
長
、

山
本
治
郎
取
締
役
等
が
出
席
し
て
落
成
式
を
挙
げ
、
翌
十
六
日
大
阪
ピ
ル
仮
営
業
所
か
ら
営
業
の
主
力
を
新
社
屋
に
移
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
四
階
地
下
一
階
、
延
面
職
一
、
四
三
八
。
○
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
四
三
五
坪
）
、
地
階

は
食
堂
及
倉
庫
、
一
階
は
売
場
・
宿
直
室
、
二
階
は
売
場
・
画
廊
、
三
階
は
事
務
室
に
充
て
、
四
階
を
貸
事
務
室
用
の
予
備
室
と
し
た
。

当
時
は
、
ま
だ
何
分
に
も
商
品
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

尚
、
大
阪
ピ
ル
仮
営
業
所
は
拡
充
の
上
、
大
阪
ピ
ル
売
店
と
し
て
、
営
業
を
継
続
し
た
。

㈲
神
戸
支
店
焼
失
後
の
臨
時
措
置

神
戸
支
店
は
、
昭
和
二
十
年
六
月
五
日
の
空
襲
で
全
焼
し
た
た
め
、
そ
の
後
、
生
田
区
多
聞
通
り
神
戸
駅
前
の
元
写
真
機
店
を
賃
借

し
、
こ
こ
に
仮
営
業
所
を
設
け
営
業
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
神
戸
市
全
般
の
被
害
状
況
と
復
興
の
速
度
等
を
も
勘
案
し
、
同
年
九

月
十
日
、
同
支
店
を
縮
少
、
神
戸
出
張
所
と
し
て
営
業
を
つ
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。

る
０
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福
岡
支
店
は
、
昭
和
十
九
年
二
月
十
六
日
の
隣
家
か
ら
の
火
災
で
類
焼
し
た
た
め
、
市
の
中
心
地
下
新
川
端
町
に
移
っ
て
、
書
籍
。

文
具
。
洋
品
と
分
散
営
業
し
て
い
た
。
そ
れ
も
一
一
十
年
六
月
十
九
日
の
夜
十
一
時
過
ぎ
か
ら
二
時
間
に
亘
る
米
機
の
空
襲
で
全
焼
し
た
。

そ
こ
で
、
市
の
中
心
か
ら
遠
い
新
大
工
町
に
小
さ
な
店
を
借
り
移
っ
た
。
そ
の
二
階
を
事
務
室
、
階
下
を
売
場
と
し
て
古
書
。
和
書
な



十
三
日
か
ら
開
店
し
た
。

ど
を
販
売
し
た
。

一
方
、
戦
災
直
後
か
ら
支
店
跡
、
即
ち
福
岡
市
上
西
町
十
八
番
地
に
新
社
屋
建
築
の
計
画
を
立
て
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
六
日

に
エ
を
起
し
て
同
年
八
月
二
十
日
に
上
棟
式
を
行
い
、
九
月
二
十
一
日
に
エ
を
竣
え
た
。
そ
し
て
翌
二
十
一
一
日
に
新
社
屋
に
移
り
、
二

メ
ー
ト
ル
（
一
二
八
坪
余
）

国
仙
台
支
店
の
再
建

こ
れ
は
当
社
の
支
店
再
建
第
一
号
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
社
屋
は
木
造
亜
鉛
板
葺
二
階
建
一
階
・
二
階
合
せ
て
四
二
三
。
一
四
平
方

１
ト
ル
（
一
二
八
坪
余
）
で
あ
っ
た
。
一
階
を
売
場
に
、
二
階
を
事
務
室
に
あ
て
た
。

1１４７

仙
台
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
九
日
の
夜
か
ら
十
日
未
明
に
か
け
て
米
軍
Ｂ
お
の
空
襲
を
受
け
、
市
の
中
心
部
は
焦
土
と
な
っ
て
了
っ

た
。
国
分
町
に
あ
っ
て
、
森
の
都
の
心
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
親
愛
さ
れ
た
当
支
店
も
灰
燐
に
帰
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
支
店
は
当
時
、
第
二
師
団
法
務
部
、
大
湊
軍
需
部
、
船
岡
海
軍
火
薬
廠
、
多
賀
城
海
軍
工
廠
、
国
税
監
査
部
等
に
物

資
を
納
入
す
べ
き
命
を
受
け
て
い
た
の
で
、
業
務
を
急
拠
開
始
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
業
務
再
開
を
非
常
に
焦
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
支
店

の
顧
客
で
も
あ
っ
た
仙
台
税
務
監
督
局
国
税
監
査
部
の
宮
城
徳
三
郎
氏
か
ら
鶏
舎
に
使
っ
て
い
た
小
屋
が
、
飼
料
難
で
養
鶏
を
廃
め
た

た
め
空
い
た
ま
ま
あ
る
が
、
か
ま
わ
な
け
れ
ば
使
っ
て
見
な
い
か
と
の
話
が
あ
っ
た
の
で
、
早
速
談
り
受
け
て
支
店
の
焼
跡
に
移
し
た
。

間
口
一
間
半
、
奥
行
四
尺
の
仮
小
屋
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
焦
土
仙
台
に
建
っ
た
第
一
号
店
舗
と
し
て
市
民
の
注
意
を
惹
い
た
。
同

時
に
焼
け
の
こ
っ
た
一
郭
、
木
町
通
り
の
呉
服
商
斎
藤
氏
が
、
売
る
商
品
も
な
く
閉
店
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
店
舗
を
賃
借
し
て
一
時

の
根
拠
地
と
し
た
。
幾
許
も
な
く
右
の
建
物
だ
け
で
は
手
狭
に
な
り
、
南
町
の
太
陽
生
命
の
焼
ピ
ル
の
二
階
に
事
務
所
を
移
し
、
木
町



得
な
か
っ
た
。

丁
度
、
略
ぽ
時
を
同
じ
く
し
て
仙
台
市
の
都
市
計
画
が
進
行
、
そ
の
計
画
に
よ
る
新
道
路
の
開
設
に
伴
っ
て
敷
地
の
約
二
割
五
分
が

仙
台
市
に
分
割
買
収
さ
れ
、
店
舗
の
一
角
が
新
道
路
の
区
画
内
に
組
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
店
舗
建
物
の
約
半
分
を
倉

庫
の
隣
に
曳
き
移
し
、
同
時
に
そ
の
跡
と
隣
り
の
空
地
に
新
店
舗
と
し
て
二
階
建
社
屋
を
新
築
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
二
十
四
年
十

月
七
日
起
工
、
同
年
十
二
月
十
三
日
に
竣
工
、
一
日
お
い
て
十
五
日
か
ら
開
店
し
た
。
モ
ル
タ
ル
塗
ス
レ
ー
ト
葺
木
造
一
一
階
建
延
面
積

三
六
六
。
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
一
一
坪
余
）
で
一
階
を
洋
品
。
文
具
売
場
、
二
階
を
書
籍
売
場
と
し
た
。

そ
れ
以
来
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
十
日
、
仙
台
市
東
一
番
丁
に
売
店
を
開
く
ま
で
、
こ
の
建
物
で
営
業
を
続
け
た
。

尚
札
幌
支
店
の
被
接
収
と
再
建

札
幌
支
店
は
、
札
幌
市
北
三
条
西
三
丁
目
の
大
同
生
命
館
に
於
て
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
三
日
以
来
、
二
十
年
九
月
下
旬
ま
で
営
業

（
三
六
坪
）
で
あ
っ
た
。

か
よ
う
に
し
て
よ
う
や
く
本
来
の
独
自
の
商
売
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
築
開
店
後
は
戦
前
に
倍
す
る
業
績
を
挙
げ
、
昭
和
二
十
三
年
に
は
、
早
く
も
狭
院
を
感
じ
、
店
舗
拡
張
の
必
要
を
痛
感
せ
ざ
る
を

1148

通
り
の
遠
正
文
具
店
の
空
き
店
と
荒
町
の
小
林
雑
貨
店
を
借
り
う
け
事
務
所
を
中
心
に
市
内
の
北
と
南
に
売
店
を
設
け
た
。

右
の
よ
う
な
活
動
の
一
方
に
お
い
て
、
焼
跡
の
整
理
を
進
め
社
屋
の
再
建
を
決
定
し
、
昭
和
二
十
年
十
月
三
十
日
新
築
社
屋
を
起
工
、

翌
年
九
月
十
日
落
成
、
同
日
か
ら
開
店
し
た
。
そ
し
て
同
年
十
一
月
一
一
一
十
日
同
所
に
倉
庫
を
起
工
、
翌
二
十
二
年
二
月
十
日
竣
エ
し
た
。

店
舗
は
木
造
瓦
葺
平
家
建
一
八
一
。
八
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
五
五
坪
余
）
、
倉
庫
は
木
造
瓦
葺
平
家
建
二
九
。
○
一
平
方
メ
ー
ト
ル



本
社
の
機
構
改
革
に
時
間
を
要
し
た
よ
う
に
、
各
支
店
の
機
構
も
、
極
く
初
期
は
被
災
。
応
召
社
員
の
復
帰
状
況
も
不
確
実
の
た
め
、

そ
の
名
を
有
し
て
そ
の
実
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
分
担
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

本
店
の
本
建
築
進
行
中
か
ら
、
支
店
の
営
業
状
況
も
漸
く
光
明
を
認
め
ら
れ
た
の
で
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
一
日
の
取
締
役
会

で
、
支
店
職
制
を
全
社
的
に
統
一
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
五
月
一
日
よ
り
実
施
の
旨
、
各
支
店
に
通
達
し
た
。

一
）
の
時
、
支
店
と
認
め
ら
れ
た
も
の
は
東
京
支
店
、
横
浜
支
店
、
名
古
屋
支
店
、
京
都
支
店
、
大
阪
支
店
、
福
岡
支
店
、
仙
台
支
店
、

二
支
店
の
組
織
整
備

1149

し
て
い
た
。
し
か
し
札
幌
に
進
駐
し
て
き
た
連
合
軍
に
よ
っ
て
大
同
生
命
館
は
接
収
さ
れ
、
二
十
四
時
間
以
内
に
立
退
く
よ
う
命
令
を

受
け
た
。
そ
こ
で
商
品
及
営
業
用
器
材
一
切
を
他
に
預
け
、
全
支
店
員
が
協
力
し
て
営
業
可
能
の
建
物
を
さ
が
し
た
。

幸
い
に
も
、
同
市
南
一
条
西
三
丁
目
の
電
車
通
り
に
元
札
幌
繊
維
製
品
小
売
業
組
合
所
有
の
建
物
を
処
分
す
る
意
向
の
あ
る
こ
と
を

知
り
、
熱
心
に
そ
の
買
収
交
渉
を
進
め
て
成
功
し
た
。
そ
一
）
で
十
月
以
降
買
収
建
物
の
改
修
工
事
を
始
め
、
商
品
、
什
器
類
を
預
け
先

よ
り
回
収
、
同
年
十
二
月
十
五
日
営
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
間
休
業
三
カ
月
で
あ
っ
た
。

こ
の
建
物
は
、
も
と
も
と
明
治
二
十
年
代
末
の
建
築
で
あ
り
、
か
つ
戦
災
を
受
け
な
い
市
の
こ
と
と
て
、
札
幌
の
一
級
商
店
街
の
建

物
と
し
て
は
、
み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
開
店
後
か
ら
順
調
に
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

昭
和
二
十
四
年
に
至
っ
て
二
階
を
改
造
し
、
洋
書
。
和
書
の
両
売
場
と
し
、
一
階
に
文
具
。
洋
品
売
場
の
ほ
か
第
二
部
門
と
し
て
時

計
部
・
眼
鏡
部
を
置
い
た
。



ｌ
総
務
課
ｌ
｜
Ⅱ
認
識
癖

ｌ
和
書
係

ｌ
古
書
係

ｌ
営
業
課
１
１
文
具
係

ｌ
洋
品
係

Ｉ
売
場

ｌ
神
田
支
店

ｌ
丸
ノ
内
出
張
所

右
の
通
達
に
示
さ
れ
た
各
支
店
の
組
織
（
五
月
十
日
訂
正
後
）
は
次
表
の
よ
う
で
あ
る
。

日
東
京
支
店
Ｉ

㈲
横
浜
支
店
ｌ
｜
川
諦
識
儒

札
幌
支
店
の
八
支
店
で
あ
っ
た
。

ｌ
総
務
課
１
－
１
庶
務
係

ｌ
会
計
係

ｌ
書
籍
係

㈲
大
阪
支
店
１
１
営
業
課
１
１
文
具
係

ｌ
売
場
係

ｌ
神
戸
出
張
所

ｌ
総
務
課
ｌ
｜
Ⅱ
認
識
癖

ｌ
書
籍
係

日
名
古
屋
支
店
１
１
１
営
業
課
’
’
１
文
具
係

ｌ
洋
品
係

ｌ
書
籍
売
場
係

‐
売
場
１
－
１
文
具
売
場
係

ｌ
洋
品
売
場
係
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ｌ
庶
務
係

ｌ
総
務
課
１
－
１
会
計
係

伽
札
幌
支
店
Ｉ
ｌ
書
籍
係

ｌ
営
業
課
１
１
文
具
係

ｌ
洋
品
係

ｌ
売
場

㈲
福
岡
支
店

国
京
都
支
店
Ｉ

木
町
売
店
及
び
荒
町
売
店
は
係
と
同
格
、
荒
町
売
店

は
二
十
三
年
十
二
月
五
日
閉
鎖
。
尚
二
十
五
年
七
月
十

五
日
売
場
が
課
と
し
て
設
け
ら
れ
総
務
・
営
業
。
売
場

の
三
課
編
成
と
な
っ
た
。

次
に
昭
和
一
一
十
年
か
ら
昭
和
一
一
十
五
年
ま
で
の
各
支
店
長
の
任
期
表
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

Ｉ
総
務
課

ｌ
書
籍
仕
入
係

ｌ
営
業
課
１
１
書
籍
外
売
係

ｌ
文
具
係

Ｉ
洋
品
係

ｌ
売
場

長 営総
崎

出業務
張

所課課

｜｜ＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌＦｉ
売洋文書総医売洋文古和和会庶
場品具籍務学品具害害:書計務
係係係係係部揚係係係外仕係係
売売入
店係係

1１５１

ｌ
総
務
課
ｌ
｜
Ⅱ
認
識
癖

㈲
仙
台
支
店
Ｉ

ｌｌｌｌＩ｜
荒木売洋文書
町町場品具籍
売売係係係係
店店

課
’

ｌ
営
業



支
店
長
任
期
表

､■' 、『

詞千国
､Jグ
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札
幌
支
店

八
反
田
源
治

伊
達
研
三
。
■
品
８
。
●
一

仙
台
支
潤

中
村
幸
巻
太
郎

木
材
金
鞘
悩
郎

０
曲
■
や
●
一

八
Ⅸ
Ⅲ
源
論

●
十
・
十
波

上
川
憲
治四

◆

憂
崎
支
店

小
林
俊
亮

八
・
十
五
支
店
と
な
る

福
岡
支
店

荒
藤
哲
郎

杉
健
■
■
■
ｒ
５
■
一

姫
路
支
店

（
姫
路
丸
善
）

松
本
勝
垂
十
二
・
一

神
〆
支
府

中
山
良
謙

九
・
十
出
狼
所
と
な
る

京
都
支
店

孟
向
野
寛
一

佐
藤
五
群

北
川

生
次

大
阪
支
店

中
川
良
謙

卓
村
春
太
印

■

二

並

西
士
春
､１－次
五

名
古
屋
支
満

川
本
治
郎

佐

五
夫

三
・
十
五

横
浜
支
店

伊
藤
阿
良

田
中
辰
治
郎

柘
植
福
太
郎

二
・
一
、
八
・
掘
狐
暫
曾

神
田
支
店

〈
支
店
長
空
席
）

上
田
憲
治

手
記
・
「
凸
《
Ｌ

‐
』
・
吋
Ⅲ

石
川
万
介四

●

東
京
支
店

胸
土
春
次

一
・
二
十
九
新
設

一
・
蒐
十
》
閉
銃

》
・
晶
木
祉
常
柴
部
と
お
る

昭
和
二
十
年

八
月
現
在

昭
和
二
十
一
年

昭
和
二
‐
ｒ
・
・
年

昭
和
鬼
十
‐
》
・
一
年

昭
和
・
・
十
四
年

昭
和
二
十
五
年



昭
和
二
十
一
一
年
当
時
の
支
店
組
織
の
大
綱
は
右
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
商
況
の
変
化
、
業
務
の
発
展
。
異
動
に
伴
っ
て
、
臨
機
の
処

置
を
執
っ
た
〉
）
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
下
に
右
の
職
制
決
定
前
後
に
お
け
る
変
化
を
補
っ
て
お
き
た
い
。

日
東
京
支
店

三
支
店
組
織
の
異
動

1153

昭
和
二
十
二
年
二
月
、
改
修
を
了
っ
た
昭
和
別
館
に
本
社
の
事
務
部
門
が
第
一
生
命
京
橋
ピ
ル
か
ら
移
転
し
た
際
に
、
そ
の
小
売
部

だ
け
を
京
橋
ピ
ル
に
残
し
た
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
そ
の
時
小
売
部
を
支
店
に
昇
格
、
東
京
支
店
と
称
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。

こ
の
段
階
で
は
、
京
橋
の
小
売
部
は
六
係
ｌ
和
洋
書
係
恥
古
書
係
。
文
具
係
・
洋
品
係
・
外
売
係
・
庶
務
会
計
係
が
お
か
れ
た
の
み
で

課
の
編
制
は
な
く
、
ほ
か
に
神
田
支
店
と
丸
ノ
内
出
張
所
が
存
続
し
て
い
た
。
正
式
に
東
京
支
店
が
課
編
制
に
な
っ
た
の
は
、
前
記
の

昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
か
ら
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
一
年
十
二
月
、
日
本
橋
通
一
一
丁
目
の
建
物
落
成
と
と
も
に
、
京
橋
ピ
ル
に
残
留
し
た
東
京
支
店
は
日
本
橋
に
移
転
し
た
。

翌
二
十
三
年
一
月
一
日
、
東
京
支
店
の
売
場
を
第
一
売
場
（
和
書
。
古
書
）
、
第
二
売
場
（
文
具
。
洋
品
）
の
二
つ
に
分
け
た
。
こ
れ

は
商
品
の
量
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
神
田
支
店
と
丸
ノ
内
出
張
所
は
そ
れ
ぞ
れ
東
京
支
店
の
一
課
と
同
格
と
定
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
神
田
支
店
は
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
本
社
の
直
轄
支
店
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
二
月
一
日
に
、
本
社
機
構
の
一
部
が
改
正
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、
東
京
支
店
を
廃
止
、
本
社
営
業
部
第
一
（
和
書
。



国
姫
路
支
店
の
新
設

昭
和
一
一
十
三
年
十
二
月
一
日
、
姫
路
市
中
二
階
町
二
十
七
番
地
に
、
姫
路
支
店
を
新
設
、
営
業
を
開
始
し
た
。
こ
の
支
店
は
実
質
的

に
は
姫
路
丸
善
の
事
業
を
そ
の
ま
Ｌ
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

日
華
事
変
勃
発
後
、
播
州
方
面
で
は
軍
需
工
業
が
勃
興
し
、
従
っ
て
附
近
一
帯
の
都
市
は
著
し
い
発
展
振
り
を
示
し
た
。
そ
こ
で
当

既
述
の
よ
う
に
日
吉
に
移
っ
た
こ
の
支
店
は
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
一
日
廃
止
、
本
社
直
属
の
出
張
所
と
な
っ
た
。
横
浜
出
張
所
は

横
浜
市
港
北
区
日
吉
の
慶
応
義
塾
大
学
日
吉
校
舎
の
反
対
側
に
位
置
し
て
い
た
。

拡
大
し
た
。

大
阪
支
店
の
位
置
は
、
戦
前
の
通
り
で
、
顧
客
の
交
通
の
便
不
便
な
ど
を
考
え
て
各
所
に
一
時
的
或
い
は
半
恒
久
的
に
売
店
を
置
い

て
要
望
に
こ
た
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
曜
災
し
た
神
戸
支
店
の
縮
少
組
織
を
神
戸
出
張
所
と
し
て
そ
の
管
轄
に

加
え
た
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
期
間
は
短
か
く
、
同
出
張
所
は
昭
和
二
十
二
年
十
月
一
日
、
本
社
直
轄
と
な
っ

た
。
大
阪
支
店
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
、
営
業
課
を
改
組
、
仕
入
課
。
販
売
課
。
売
場
の
三
課
と
し
、
従
来
の
一
一
一
課
か
ら
四
課
に

古
書
）
、
第
二
（
文
具
鼻

目
横
浜
支
店

日
名
古
屋
支
店

昭
和
二
十
五
年
五
月
一

脚
大
阪
支
店

（
文
具
・
洋
品
）
売
場
と
な
っ
た
。

日
、
営
業
課
・
売
場
を
改
組
し
て
書
籍
課
・
文
具
課
。
洋
品
課
を
置
い
た
。
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社
で
も
同
方
面
へ
の
進
出
を
企
て
、
昭
和
十
五
年
八
月
十
二
日
、
姫
路
市
綿
町
十
二
番
地
に
、
神
戸
支
店
の
出
張
員
詰
所
を
設
け
、
将

来
の
支
店
設
置
の
準
備
工
作
を
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
業
績
は
順
調
に
向
上
し
た
の
で
、
更
に
同
地
附
近
の
繁
栄
に
貢
献
す
る

た
め
に
、
当
社
直
営
の
店
舗
を
設
立
し
、
事
業
を
拡
張
し
よ
う
と
画
策
し
た
。
け
れ
ど
も
、
附
近
同
業
者
組
合
は
、
古
い
因
襲
的
な
考

え
か
ら
異
議
を
と
な
え
、
兎
角
、
当
社
の
意
向
と
歩
調
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
な
ど
複
雑
な
事
情
が
生
じ
て
、
当
初
の
計
画
が
行
わ

れ
そ
う
に
な
か
っ
た
。

㈲
福
岡
支
店

１１５５

偶
然
、
姫
路
市
中
二
階
町
二
十
七
番
地
に
あ
っ
た
姫
路
宝
文
館
と
当
社
と
の
間
に
契
約
が
成
立
し
て
、
昭
和
十
七
年
九
月
十
一
日
当

社
は
、
同
館
に
出
資
参
加
し
、
協
同
経
営
の
も
と
に
株
式
会
社
姫
路
宝
文
館
の
名
で
営
業
を
始
め
た
。
其
の
後
同
館
の
業
績
は
順
調
に

伸
び
、
将
来
の
見
通
し
も
略
ぽ
つ
い
た
の
で
、
翌
十
八
年
四
月
二
十
日
の
株
主
総
会
で
、
増
資
並
び
に
株
式
会
社
姫
路
丸
善
と
改
称
す

る
こ
と
を
議
決
し
て
、
名
実
と
も
に
当
社
の
傍
系
会
社
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

姫
路
丸
善
は
益
々
発
展
し
て
基
礎
も
漸
次
に
堅
実
と
な
っ
て
行
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
七
月
四
日
夜
半
の
空
襲
で
社
屋
物
品
と
も
、

す
べ
て
灰
焼
に
帰
し
た
た
め
、
直
ち
に
同
所
に
仮
営
業
所
を
設
け
て
業
務
の
復
興
に
努
力
し
た
。
そ
の
後
業
績
が
大
い
に
挙
が
り
、
将

来
を
嘱
望
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
日
附
申
入
に
よ
っ
て
姫
路
丸
善
の
営
業
及
財
産
を
当
社
が
譲
受
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
翌
二
十
三
年
一
一
一
月
二
日
売
買
契
約
を
締
結
し
、
同
時
に
姫
路
丸
善
で
は
株
主
総
会
を
開
い
て
解
散
を
議
決

し
た
。
右
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
姫
路
丸
善
は
解
散
し
、
本
社
直
轄
の
支
店
と
し
て
同
年
十
二
月
一
日
発
足
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
姫
路
支
店
に
は
、
総
務
係
・
営
業
係
の
二
係
を
置
い
た
。
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
文
具
係
・
岡
山
地
方
販
売
係
を
設
け
た
。



長
崎
出
張
所
は
、
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
、
同
市
鍛
冶
屋
町
乙
四
一
番
地
に
創
設
以
来
、
福
岡
支
店
に
所
属
し
て
い
た
が
、
昭
和
二

十
年
八
月
九
日
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
際
に
も
、
建
物
。
商
品
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
連
合
軍
の
駐
屯
、
外

国
船
舶
の
寄
港
も
多
く
、
将
来
の
発
展
も
予
想
さ
れ
た
の
で
、
昭
和
一
一
十
一
一
年
八
月
一
日
支
店
に
昇
格
し
た
。
同
支
店
に
は
課
は
お
か

ず
、
総
務
・
書
籍
。
文
具
。
洋
品
。
売
場
の
五
つ
の
係
を
置
い
た
。

て
設
け
、
二
課
一
売
場
と

㈲
長
崎
支
店
新
設

長
崎
出
張
所
の
支
店
昇
格
後
福
岡
支
店
は
、
総
務
。
営
業
の
一
一
課
の
み
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
一
十
五
年
三
月
一
日
、
売
場
を
課
と
し

設
け
、
二
課
一
売
場
と
な
っ
た
。

四
イ
ン
キ
工
場
の
新
設
・
整
備

1156

荒
川
区
日
暮
里
三
丁
目
七
七
七
所
在
の
イ
ン
キ
製
造
の
日
暮
里
工
場
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
三
日
の
空
襲
で
全
焼
し
た
。
た
だ
ま

こ
と
に
幸
い
な
こ
と
に
原
料
倉
庫
だ
け
が
焼
失
を
免
が
れ
、
戦
後
の
再
建
に
非
常
に
役
に
立
っ
た
。
以
来
、
イ
ン
キ
の
製
造
は
駒
込
工

場
に
の
み
頼
っ
て
い
た
が
、
そ
の
製
造
量
は
昭
和
十
六
年
度
の
約
七
十
四
分
の
一
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
偶
然
、
新
潟
県
中
蒲
原
郡
小
須
戸
町
大
字
矢
代
田
一
九
二
二
番
地
（
矢
代
田
駅
前
）
に
、
イ
ン
キ
工
場
設
置
に
適
す
る
空

家
が
あ
る
の
を
知
り
、
こ
れ
を
借
用
し
て
イ
ン
キ
工
場
に
す
る
こ
と
に
決
し
、
昭
和
一
一
十
年
末
に
工
場
設
置
申
請
を
提
出
し
た
。
翌
一
一

十
一
年
二
月
八
日
付
で
許
可
に
な
っ
た
の
で
、
早
速
改
造
に
着
手
し
た
。

か
よ
う
に
し
て
、
駒
込
。
矢
代
田
両
工
場
の
操
業
は
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
全
生
産
高
は
、
昭
和
十
六
年
の
生
産
高
の
僅
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か
に
六
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
イ
ン
キ
の
製
造
販
売
は
当
社
の
重
要
部
門
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
績
如
何

は
当
社
の
業
績
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
駒
込
工
場
は
小
規
模
で
拡
張
の
余
地
が
な
い

の
が
実
情
で
あ
っ
た
た
め
、
如
何
し
て
も
、
急
い
で
日
暮
里
工
場
の
新
築
復
興
を
行
う
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
二
十
二

年
三
月
三
日
、
日
暮
里
工
場
焼
跡
で
地
鎮
祭
を
行
い
工
事
に
着
手
、
同
年
五
月
十
一
一
一
日
第
一
期
計
画
に
よ
る
建
物
、
即
ち
第
一
・
第
三

工
場
及
び
事
務
室
の
上
棟
式
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
竣
工
を
待
っ
て
、
翌
二
十
三
年
一
月
六
日
第
一
一
期
計
画
に
よ
る
建
物
、
即
ち

第
二
工
場
及
び
そ
の
他
の
附
属
建
物
の
上
棟
式
を
行
い
、
同
年
九
月
十
八
日
落
成
式
を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
工
場
の
内
部
施
設
を
整
え

て
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
八
日
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。

日
暮
里
工
場
は
敷
地
三
、
○
○
四
。
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
○
八
・
九
坪
）
、
建
物
は
ス
レ
ー
ト
葺
木
造
で
建
築
延
面
積
一
、
六

一
九
。
八
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
四
九
○
坪
）
で
あ
っ
た
。

日
暮
里
工
場
の
開
設
に
伴
っ
て
駒
込
工
場
は
全
く
操
業
を
止
め
、
一
方
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
末
矢
代
田
工
場
も
閉
鎖
し
た
。

五
青
戸
工
場
の
開
設
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万
年
筆
製
造
工
場
で
あ
っ
た
荏
原
工
場
は
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
四
日
の
空
襲
で
全
焼
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
れ
を
急
速
に
再
興
す

る
こ
と
は
殆
ん
ど
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
傍
系
会
社
で
あ
る
東
京
都
葛
飾
区
青
戸
町
一
丁
目
一
九
五
番
地

所
在
の
ア
サ
ヒ
製
図
器
株
式
会
社
構
内
の
一
部
建
物
を
賃
借
し
て
青
戸
工
場
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
し
た
。

そ
こ
で
荏
原
工
場
の
焼
跡
か
ら
、
火
を
被
っ
た
工
作
器
械
（
鞭
輔
、
電
気
炉
、
ペ
ン
ロ
ー
ル
、
一
般
エ
具
）
を
、
青
戸
へ
馬
車
で
運
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ぴ
、
近
藤
正
之
荏
原
工
場
係
長
、
土
屋
正
司
等
が
中
心
と
な
っ
て
補
修
再
生
に
尽
力
し
た
。
か
く
て
昭
和
二
十
一
年
十
月
、
前
記
の
場

所
に
工
場
を
新
設
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
は
ペ
ン
先
の
製
造
を
始
め
た
が
、
当
時
は
ま
だ
金
ペ
ン
の
製
造
は
許
可
さ
れ
ず
、
ス
テ
ン

レ
ス
ペ
ン
（
一
八
・
八
一
一
ツ
ケ
ル
ク
ロ
ー
ム
）
、
パ
ラ
テ
ナ
ペ
ン
な
ど
が
主
な
製
品
で
あ
っ
た
。
当
時
下
請
工
場
で
あ
っ
た
川
上
製
作

所
で
製
造
し
た
ア
テ
ナ
ヂ
ャ
ト
ウ
万
年
筆
は
文
具
売
場
で
販
売
さ
れ
好
評
を
得
た
。




